
○浜松市旧細江地域自治区及び旧三ヶ日地域自治区地下水の採取の適正化に関する条例

平成17年6月1日
浜松市条例第141号

(目的)
第1条　この条例は、旧細江地域自治区(浜松市区及び地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例(
平成21年浜松市条例第48号)第2条の規定による改正前の浜松市区及び地域自治区の設置等に関する条例(平成18
年浜松市条例第78号)第16条第1項第2号イに規定する細江地域自治区をいう。以下同じ。)及び旧三ヶ日地域自治
区(同号エに規定する三ヶ日地域自治区をいう。以下同じ。)の特定の区域内において地下水の採取の適正化を図
ることにより、地下水の水源を保全し、もって市民の福祉の増進に寄与することを目的とする。
(平18条例79・平24条例6・一部改正)

(定義)
第2条　この条例において「井戸」とは、動力を用いて地下水を採取するための設備であって、揚水機の吐出口
の断面積(吐出口が2以上あるときは、その断面積の合計。以下同じ。)が5平方センチメートル以上のものをいう
。

(適正化地域の指定)
第3条　市長は、地下水を採取することにより水源の保全に影響のある地域として、旧細江地域自治区及び旧三
ヶ日地域自治区において区域を定めて地下水採取適正化地域(以下「適正化地域」という。)を指定するものとす
 る。
2       市長は、適正化地域ごとに地下水の採取の基準(以下「採取基準」という。)を定めるものとする。
3       市長は、適正化地域を指定し、及び採取基準を定めたときは、その旨を告示するものとする。
4       前項の規定は、適正化地域又は採取基準を変更し、又は廃止する場合に準用する。
(平18条例79・平24条例6・一部改正)

(設置者及び地下水採取者の責務)
第4条　適正化地域内において、井戸を設置しようとする者(以下「設置者」という。)及び井戸により地下水を
採取する者(以下「地下水採取者」という。)は、当該井戸に係る採取基準を遵守しなければならない。
2       設置者及び地下水採取者は、地下水の採取の適正化と適正化地域の地下水の水源の保全に努めなければ
ならない。
3       地下水採取者は、適正化地域における地下水の水源を保全するため、地下水に関する調査及び研究並び
に相互の連絡及び協調に努めるものとする。

(井戸の設置等の届出)
第5条　設置者は、設置工事を施行する日の60日前までに、規則で定めるところにより、次に掲げる事項を市長
に届け出なければならない。
　(1)   氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名
　(2)   井戸の設置の場所
　(3)   井戸の揚水機の吐出口の断面積
　(4)   井戸により採取する地下水の用途及び量
　(5)   井戸のストレーナーの位置
　(6)   井戸の原動機の出力
　(7)   前各号に掲げるもののほか、規則で定める事項
2       適正化地域の指定の際現に当該地域内において井戸を設置している者(設置の工事をしている者を含む
。)は、適正化地域となった日から60日以内に前項に規定する事項を、規則で定めるところにより、市長に届け
出なければならない。

(変更の届出)
第6条　前条第1項又は第2項の規定による届出をした者は、その届出に係る前条第1項第1号又は第7号に掲げる事
項に変更があったときは、変更のあった日から30日以内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届け出
なければならない。
2       前条第1項又は第2項の規定による届出をした者は、その届出に係る前条第1項第2号から第6号までに掲
げる事項を変更しようとするときは、変更しようとする60日前までに、規則で定めるところにより、その旨を市
長に届け出なければならない。

(工事の完了及び廃止の届出)
第7条　第5条第1項又は前条第2項の規定による届出をした者は、当該届出に係る井戸の工事が完了したときは、
完了の日から30日以内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届け出なければならない。
2       第5条第1項又は第2項の規定による届出をした者は、その届出に係る井戸を廃止したとき(当該井戸の揚



水機の吐出口の断面積を5平方センチメートル未満としたときを含む。)は、速やかに、規則で定めるところによ
り、その旨を市長に届け出なければならない。

(承継)
第8条　第5条第1項又は第2項の規定による届出をした者から、その届出に係る井戸を譲り受け、又は借り受けた
者は、当該井戸に係るその届出をした者の地位を承継する。
2       第5条第1項又は第2項の規定による届出をした者について相続、合併又は分割(その届出に係る井戸を承
継させるものに限る。)があったときは、相続人、合併後存続する法人若しくは合併により設立した法人又は分
割により当該井戸を承継した法人は、その届出をした者の地位を承継する。
3       前2項の規定により第5条第1項又は第2項の規定による届出をした者の地位を承継した者は、その承継が
あった日から30日以内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届け出なければならない。

(報告及び立入検査)
第9条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、設置者又は地下水採取者に対し、その井戸の状況その
他必要な事項について報告を求めることができる。
2       市長は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に、設置者又は地下水採取者の工場、事業場
その他の場所に立ち入り、その井戸その他の物件を検査させることができる。
3       前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければな
らない。

(勧告、命令及び公表)
第10条　市長は、設置者又は地下水採取者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、規則で定めるとこ
ろにより、当該設置者又は地下水採取者に対し、相当の期限を定めて、地下水の採取に関して必要な措置を講じ
るよう勧告することができる。
　(1)   第4条第1項の規定に違反したとき。
　(2)   第5条及び第6条第2項の規定による届出をせず、又は虚偽の届出をしたとき。
　(3)   前条第1項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をしたとき。
　(4)   前条第2項の規定による立入検査を拒み、妨げ、又は忌避したとき。
　(5)   前各号に掲げるもののほか、適正化地域における地下水の水源を保全するため市長が特に必要があると
認めるとき。
2       市長は前項の規定による勧告(同項第5号によるものを除く。)を受けた者が、正当な理由なくその勧告
に従わないときは、規則で定めるところにより、その者に対し、相当の期限を定めて、その勧告に従うよう命じ
ることができる。
3       市長は、前項の規定による命令を受けた者が、正当な理由なくその命令に従わないときは、規則で定め
るところにより、その事実を公表することができる。

(適用除外)
第11条　第3条第2項及び前条の規定は、規則で定める井戸については、適用しない。

(委任)
第12条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。

附則
1       この条例は、平成17年7月1日から施行する。
2       三ケ日町の編入の日(以下「編入日」という。)前に、三ケ日町地下水の採取の適正化に関する条例(昭
和48年三ケ日町条例第21号)の規定によりされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりされた
ものとみなす。
3       編入日前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。

附則(平成18年12月15日浜松市条例第79号)
この条例は、平成19年3月3日から施行する。

附則(平成24年3月23日浜松市条例第6号)
この条例は、平成24年4月1日から施行する。


